
CFOの北村です。 

それでは、お手元の資料にそって、2017年3月期の上半期と、第2四半期決算に
ついてご説明いたします。 

  

2ページをご覧ください。 



1 



まず、上半期は、各国の金融政策や、イギリスのEU離脱を巡る動き、足元では来
月のアメリカ大統領選を控え、個人投資家の慎重なスタンスが継続しました。機関
投資家のアクティビティも、債券市場は相対的に堅調でしたが、株式市場ではイベ
ントリスクへの警戒感から出来高が低調でした。このような環境を背景に、当社の
全社収益は、前年比10%の減収となりました。 

  

一方、全社の税前利益は1,445億円、前年比15%の増益となりました。 

今年に入って、ホールセール部門の欧州・米州のビジネスを戦略的に見直し、もう
一段のコスト削減を進めた結果、収益性が大幅に改善したためです。 

  

全社の海外合計も、400億円の黒字を計上し、実効税率は25%になりました。 

その結果、当期純利益は1,080億円、昨年は税金費用を引き下げる一時要因が
あったため、前年比では6%の減益ですが、2年連続で1,000億円を超える高い 

水準になりました。 

  

年率換算したROEは8.1%、EPSは29円39銭です。 

  

尚、9月末を基準日とする配当金は、1株あたり9円といたします。配当性向は30%

です。 

  

続いて、第2四半期についてご説明します。3ページ目をご覧ください。 
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第2四半期は、営業部門が回復し、3セグメント以外の損益も大幅に改善した結
果、右上のグラフにありますように、 

  

税前利益は818億円、前期比30%の増益 

当期純利益は612億円、前期比31%の増益となりました。 

  

また、海外では、堅調なビジネスと、コスト削減の取組みにより、2四半期連続で税
前黒字を達成しました。海外合計の税前利益は232億円、前期比37%の増益で
す。 

第2四半期のROEは9.3%、EPSは16円68銭となりました。 
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それでは、各ビジネスの状況についてご説明します。 

まず6ページの営業部門ですが、 

  

 収益は862億円、前期比3%の増収 

 税前利益は144億円、費用の減少もあり、前期比66%の増益となりました。 

  

第2四半期に入って、マーケットは落ち着きを取り戻しつつありますが、来月のアメ
リカ大統領選や、FOMCなどを控えて、お客様の慎重なスタンスは続いており、左
下にありますように、総募集買付は低調でした。 
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一方で、お客様ニーズに変化も出てきています。 

 

7ページの右下にありますように、低金利が続く中、インカムゲインを求める資金
が、引き続き、REITやハイイールド債券投信に向かっていますし、長期的な成長
が期待できるインド株など、テーマ型投信も注目を集めました。リテールチャネル
での投信募集買付は約5,700億円と、第4四半期を底に、回復の兆しが見えてい
ます。 

  

また、左上にありますように、第2四半期を年率換算したストック収入は710億円と
前期並みの水準でした。 

今期も、お客様のニーズを丁寧にヒアリングして、資産設計やライフプラン・サービ
スを提供した結果、左下にありますように、ストック収入の源泉となる投資一任は
639億円の純増、残高は2兆2,700億円まで積み上がりました。 

  

次に、アセット・マネジメント部門です。8ページをご覧ください。 
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 収益は213億円、本業は堅調ですが、前期に計上した配当収入や一時的な収
益がなくなった影響で、前期比18%の減収となりました。 

 税前利益は74億円、前期比39%の減益です。 

 

左下にありますように、9月末の運用資産残高は38.5兆円。ETFや投資顧問ビジ
ネスへの資金流入、マーケットの回復もあり、3四半期ぶりに増加に転じました。 

  

9ページをご覧ください。 
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左下のグラフ、投信ビジネスの資金流出入ですが、マイナス金利環境を受けて、
第4四半期以降、マネーファンドからの資金流出が続いています。第2四半期も、6

月末に償還となったマネーファンドを中心に、約5,800億円の流出となりました。一
方、コア投信では、先ほどのインド株投資などに資金が流入していますし、ETFで
も4,800億円程度の流入となりました。 

 

また、右側のグラフは、米国でハイイールド債運用を行っているノムラ・コーポレー
ト・リサーチ・アンド・アセット・マネジメントのAuMです。NCRAMでは中長期のパ
フォーマンスが評価され、資金流入が継続しており、ドル建てのAuMは、この1年
間で43%増加しました。 

  

10ページをご覧ください。ホールセール部門の概要です。 
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 収益は1,799億円、前期比6%の減収 

 税前利益は393億円、前期比16%の減益となりました。 

  

ビジネス毎に見て行きますと、グローバル・マーケッツは、顧客アクティビティの低
下や円高の影響で、前期比8%の減収、インベストメント・バンキングは、日本の収
益が回復し、17%の増収となりました。 

  

左下の地域別で見ますと、日本と米州が減収となる一方で、アジアが増収、欧州
は前期並みの収益を確保しました。 

  

それでは、ビジネスライン毎の状況をご説明します。 

11ページをご覧下さい。 
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 まずグローバル・マーケッツですが、収益は1,561億円 

 うち、フィクスト・インカムは996億円と前期比8%の減収となりました。右上の
ヒートマップですが、海外は金利やスプレッド・プロダクトが貢献し、増収となった
一方、日本は金利プロダクトを中心に、非常に好調だった前期から減速しており
ます。 

 エクイティは565億円、前期比10%の減収。ヒートマップにありますように、アジ
アはキャッシュ、デリバティブともに増収で、上向きの矢印となりましたが、米州
は顧客アクティビティが低下、欧州もビジネスを大幅に見直した影響や市場出
来高の減少もあって、下向きの矢印となりました。 

  

続いてインベストメント・バンキングです。12ページをご覧ください。 



左上の図にありますように、第2四半期の収益は238億円、前期比17%の増収。
他部門へアロケーションする前のグロス収益は422億円、前期比25%の増収とな
りました。 

 

地域別は、日本が大型ECMやDCM、ソリューション案件が貢献し、前期比で増
収。海外は、欧州・米州で好調なモメンタムを維持し、前期並みの収益を確保しま
した。 

 

右側にありますように、今期も、グローバル・プラットフォームを活かしたビジネス展
開が功を奏し、LINEのグローバルIPOやリクルートのグローバルPO、イギリスの
Melrose Industriesによるアメリカ・Nortekの買収案件など、数多くの案件を獲得し
ました。 

  

次にコストです。13ページをご覧ください。 

12 



13 

第2四半期の全社コストは2,652億円と、前期比で4%減少しました。 

  

人件費は、上半期の収益に応じて賞与引当金を積み増した影響で、2%増加 

それ以外の項目は、ご覧いただいている通り、全て下がっています。 

  

14ページをご覧ください。 
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バランスシートの資産合計は43兆円、グロス・レバレッジは16.3倍、調整後レバ
レッジは9.8倍となりました。 

Tier 1比率は18.7%、普通株式等Tier 1比率は18.0%と、6月末から大きく上昇し
ました。分母となるリスク・アセットが13.7兆円と、6月末の15兆円から1.3兆円減
少したためです。9月末のバランスシートに2019年基準を適用した、いわゆる、出
口基準の普通株式等Tier1比率は17.1%でした。 

また、レバレッジ比率は4.4%、流動性カバレッジ比率、いわゆるLCRは、181.3%

となっています。 

  

以上、第2四半期決算についてご説明申し上げました。 

 

また、本日、お手元にありますように、子会社で保有している関係会社株式の野村
ホールディングスへの集約を発表しております。詳細は資料をご覧いただければ
と思いますが、野村ホールディングスによる保有株式管理の効率化を目的として
おります。尚、今回は100%親子間の現物配当による取引となるので、連結会計
上の損益は発生いたしません。 

  

最後となりますが、今期は海外を中心に集中と選択を加速させ、損益分岐点を大
きく引き下げた結果、現在までに一定の利益を確保することが出来ております。一
方、今後を見据えますと、国内外ともに予断を許さない市場環境、競争環境が続く
ものと思われます。当社としては、引き続き、収益の安定化を図りながら、コスト管
理・リスク管理を徹底することで、持続的な成長モデルの確立を目指してまいりま
す。 

  

引き続き、ご支援のほどを宜しくお願い致します。 
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